








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日）「統一的労働運動の展望」 1952年，労働法律旬報社所収＇ p.82. 























































































































































































































































































Il 「日本資本主義講座」第7巷「労働者と農民」 1954年．岩波書店， p.IOI. 
121 前掲「労働者と農民J p. !OJ. 
131 前掲「労働者と農民」 p 107. 







161 前掲「労働者と農民」 p.p. 278～279 
34 特別寄稿
171 前掲「戦後日本の労曲組合Jp. 51. 
181 iiJjg「戦後日本の労働組合Jp. 52. 
191 レー ニン「共産主義の左翼小児病」「レー ニン全集」節1寺 pp.39～40 
101 レ ニ〆「いわゆる市場問題についてIレー ニμ全集」品131巻 p.103
















































頁 fr 誤 正
3 18 皇宮誉主主反核 銭誉褒日乏種
4 1～ 12 当年 ニ、Iオ’U＇寸. 
4 23 田沼肇両による 日沼肇による
4 24 岸本芳太郎．西村裕 岸本英太郎．西村吉若返の
通両の
5 1 大友批判が 大友批判を
6 10 上杉拾彦 上杉捨彦
6 13 島津千利等が 島津干利世が
6 24 前描 前掲
7 j主（2) 所収）「第2組合 所収）．「第2組合
7 22 Ideal typs ldealtypus 
7 27 既に 現に
8 6 マックスウェーJ,_ マックス・ウェーパー
11 10 「企業別組合的組合」 「企業別組合的」組合
12 17 節述 論E旦
13 27 様な人間類型 様々主人間類型
"' "' 14 8 「補論」 「補論」
16 4 上層部内 上層部分
16 24 次のように 次図のように
17 10 どの階層の身分の どの階層のどの身分の
17 16 個別組合 個別企業
23 注（2) 「日本労働組合論」 「日本労働組合論」p.201.
23 i主（3) 必然化した。 必然化した」。
24 5 正に点で 正に17頁で
24 10 行くことにすると 行くことになると
24 10 様形 梯形
1950有代における労働組合論 37 
頁 行 誤 正
24 12 23頁 17頁
24 15 人事整理 人員整理
25 付表 基本給総数 基本給総額
25 2-3 総額は 総額が
25 4 定職者 定年退職者
25 5 10の 10人の
25 10 労務費負担 労務費負担増
27 21 基準案を 基準を
28 Z:l ドッチeデフレ ドッヂ・デフレ
29 5～6 による闘争 にする闘争
（時間的都合により．氏原先生に直接校正していただくことができず，
先生御自身及び読者の方々に御迷惑をおかけしましたことを，お詫び
いたします。編集委員会記）
